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Relight Project では、ヨーゼフ・ボイスが提唱した「社
会彫刻」の概念を現在の視点から捉え直し、「アートが
持つ創造性や想像力を用いて、自らの生活や仕事に新
たな価値をつくり続け、行動する人」を社会彫刻家と
定義。

さまざまな領域において社会彫刻家が増えることで、
社会はより豊潤な場所になっていくという考えのも
と、社会彫刻家の輩出を目的とした少人数制の市民大
学「Relight Committee」は生まれた。

社会彫刻家としてどのような Action を起こすのか
といった行動計画のプランニングや、『Counter Void 
– 光の壁 –』を再点灯させる「Relight Days」に向けた
企画立案、社会彫刻家を招いた多角的なディスカッ
ションなど、多彩なプログラムを体験してきた受講 
生たち。

Relight Committee での活動は、彼らに何を考えさせ、
どんな影響を及ぼしたのか。2015年から2017年まで
の3年間で Relight Committee が輩出した30人余り
の社会彫刻家の中から、9名のメンバーにアンケート
を実施。その思いを聞いた。

Relight Committee
社会彫刻家として生きる
– Relight Committee 2015
– Relight Committee 2016
– Relight Committee 2017

「3.11が■■ている。」
それぞれの中に息づく東日本大震災
– 配布資料の変遷
– 記入された「3.11が■■ている。」ワークシート

笄小学校
小学生たちが見た Relight Project
– 「リライトプロジェクトのみなさんへ」
– Relight Days チラシ
– 学級通信
– Relight Days 感想
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* アンケート回答者

Relight Committee 2017 メンバー

江口恭代
Eguchi Yasuyo

細田東男 *
Hosoda Haruo

荒川真由子
Arakawa Mayuko

荒生真美 *
Arao Masami

松本麻美
Matsumoto Asami

松村律子
Matsumura Ritsuko

日向貴之
Hyuga Takayuki

金江理紗 *
Kanae Risa

坂田由美
Sakata Yumi

わたなべめぐみ
Watanabe Megumi

Relight Committee 2016 メンバー

藤井周
Fujii Makoto

松葉有香 *
Matsuba Yuka

江口恭代 *
Eguchi Yasuyo

江崎日淑
Esaki Hisumi

高木萌子
Takagi Moeko

山田悠 *
Yamada Haruka

関恵理子
Seki Eriko

田島悠史
Tajima Yushi
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Relight Committee 2015 メンバー

長谷川一英
Hasegawa Kazuhide

橋本隆一
Hashimoto Ryuichi

青山裕美
Aoyama Yumi

五味春佳
Gomi Haruka

岩田康宏
Iwata Yasuhiro

木村茂
Kimura Shigeru

細谷杏奈
Hosoya Anna

井上愉可里 *
Inoue Yukari

宍甘央治
Ohji Shishikai

大平和幸
Oodaira Kazuyuki

北川義樹
Kitagawa Yoshiki

室内直美 *
Murouchi Naomi

富樫尚代 *
Togashi Hisayo

戸塚愛美
Totsuka Manami

大平竜
Oodaira Ryu

辻隆公
Tsuji Takahiro

山上祐介
Yamagami Yusuke
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室内直美

Relight Committee2015
に受講生として参加。毎
年変化し、進化し続け
る Relight Project と、
Relight Committee のプ
ログラムに興味があり、
2016年度は新メンバー
のサポートという形で
関わる。2017年度より、
Relight Project を 運 営
する NPO 法人インビジ
ブルのスタッフとなり、
Relight Project 担 当 と
してプロジェクト全般の
運営、進行管理を担当。

室内直美

1. なぜ Relight Committee に参加したのか？ 
小学校まで港区に住んでいたこともあり、地元港区で行われるアートプロジェクトがあ
れば参加したいと考えていました。そんな折、Relight Project の前身となる「光の蘇生」
というプロジェクトがあることを知り、勉強会に参加。もともと作者である宮島達男さ
んのファンだったこともあって『Counter Void』再生のプロジェクトにはなんらかの形
でかかわり続けたいと思っていました。Relight Project がスタートしたあともなおか
かわり続けたい意志を表明し、Relight Committee のメンバーになりました。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？ 
Relight Committee 2016の第8回活動日でのでき事が強く印象に残っています。メン
バーそれぞれの Action プランがプレゼンテーションされていく中、ただひとり Action
を決めきれず、「生と死」というテーマを自分自身に引き付けられないでいたあるメン
バーのプレゼンテーションに、ほかのメンバーからの厳しい意見が飛び交う中、私は発
表者である彼女の心情に強く共感してしまい、彼女ではなく私が泣き出してしまった
ことがありました。

3. なぜその活動が印象に残っているのか？ 
発表者であった彼女は、本当は「生と死」を自らに引き付けられなかったのではなく、
引き付けて考えた結果、それを自身の Action にはできないと判断したのだと私は感じ
ました。「生と死」をテーマにした時、それを他者に向けて表現する行為は誰もができ
ることではありません。またそれを迫るのはある種の暴力的な行為であるとその時感
じました。アートプロジェクトの活動の中でこれほどまでに辛い思いをすることがあ
るのかと、とても衝撃を受けたことを今でもよく覚えています。Relight Committee は
Action の実行を強制するプログラムではないので、彼女は最終的に Action をすること
はありませんでした。「Action をしない」と決断した彼女の判断は、間違いではなかっ
たと今も確信しています。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
Relight Committee 2016のメンバーの Action に触れ、2017メンバーの Action が具体
化する過程に伴走している今、自分の心の内を他者に伝える強さはときに誰かを傷つ
ける凶器にもなり、自分の心の内を隠そうとする弱さは同じ気持ちをもつ人を守る盾
にもなると感じています。そして、私自身はその盾を持つ側の人間だと思っています。
アートの現場に関わる者として表現するという行為を支えるとともに、表現できない
人にも寄り添い、その弱さ、脆さを肯定できる社会彫刻家でありたいと考えています。

Relight Committee 2015

1. なぜ Relight Committee に参加したのか？ 
2014年秋、菊池宏子さんの子供向けワークショップにボランティアで参加したときに、
その内容がほかでは感じたことのない、おもしろく興味深い内容で、今思えば子供一人
一人が「社会彫刻家」である、という意図があったのではないかと思うが、とにかくそ
のワークショップに衝撃を受けて、ぜひなにか一緒にやりたいと思ったのがきっかけ。

その後、2015年7月に行われた Relight Salon で、ヨーゼフ・ボイスの「社会彫刻」また、
長嶋りかこさんの「光の学校」を知り、日ごろから関わっている「子ども」と「アート」を
繋げること、さらにそこに地域をどう組み入れていくかのヒントが隠されていると直
感的に感じ、Relight Project に参加しようと決意した。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？ 
①2015年11月〜12月、Relight Days 2015 2日目昼のワークショップを企画・運営す
るグループが Relight Committee 内に結成され、Relight Days においてチームとして
どのような企画にするかを検討したとき。チーム全体のテーマが「memento」と決定し、
対象のイメージも固まった。

②港区立笄小学校と Relight Committee でコラボレーション授業が行われたと
き。また小学校の児童が自主的に「3.11が■■ている。」のワークショップを行ったと 
知ったとき。

3. なぜその活動が印象に残っているのか？ 
① ②どちらも、活動の輪が一つ外に広がったときだから。

①は、それまでは「生と死」をテーマにひとりで企画を考えていたが、このとき
にグループで企画を詰めていく段階に入り、協働的な活動となった瞬間だった。
混沌とした個人の頭の中にあったイメージが、異なるものと出会い、形を変えて 
現れた。

②は、Relight Committee の中で閉じていた「社会彫刻家」としての活動が六本木の
街に波及した象徴ではないだろうか。ここには、ひとりの「社会彫刻家」の存在がいる。
笄小学校の図工教諭江原先生である。江原先生が Relight Committee と子供を繋げた
ように、この活動を続けていれば、どこかにいる横軸を通す存在となる「社会彫刻家」

と出会う機会が増えて、広がっていくのだと気づいた。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
私はものづくりを通して「表現することの楽しさやおもしろさ」を小さいころから味
わってきた経験があるので、その楽しさを子供たちに伝えたい。表現することが苦手だ
と思っている人も、さまざまなことに困難を感じている人も、誰もが楽しんで表現がで
きるよう、私自身さまざまな知識を得て安心して参加できる場を作っていきたい。
「社会彫刻家」はその名の通り、「社会」すなわち「他者」との関係性の中で成り立つも

のだと思う。今後の活動のひとつひとつがその社会や誰かを思い描きながら活動する
ことを意識していきたい。
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井上愉可里

ワークショッププログ
ラム開 発 兼 講 師、グラ
フィックデザイナー。武
蔵野美術大学にて空間
演出デザインを専攻。小
さい頃から手を動かし
てつくることが好きで、
創造・表現の場づくり
に興味を持ち、以来子ど
も向けワークショップの
企画開発・講師を務め
る。現在は合同会社デジ
タルポケットで、プログ
ラミング言語「ビスケッ
ト」の開発・普及を行い
ながら、指導者を育成す
る講師も務める。

井上愉可里
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江口恭代

1. なぜ Relight Committee に参加したのか？
きっかけは Radio で流れた「思考と技術の対話の学校 *」の案内でした。アートを学べ
る学校があるとそのとき初めて知り、すぐに説明会に申し込みました。ところが当日説
明会会場を間違えてしまい、参加できずじまい。他にアートを学べる機会はないかと探
してみたところ、幸運にも Relight Committee を見つけることができました。まさに巡
り合わせを感じました。東日本大震災という言葉に強く導かれるものを感じる一方、宮
城県の生まれでありながら震災当時は愛知県に住んでいたこともあり、私にとって震
災はどこか実感が湧かない他人事のようでした。東京に暮らすようになってからだん
だんと震災に向き合えていない自分自身に疑問を持つようになりました。そんな自分
自身に Relight Committee を通して向き合っていきたいと考え、参加を決意しました。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？
やはり昨年2017年3月11日の自分自身の Action、「心の声 祈り ここから新たに」の実
施日当日です。

3. なぜその活動が印象に残っているのか？ 
Action 当日、震災の起きた時刻と同じ14時46分、宮島さんの『Counter Void』再点灯
と共に私たちも「花は咲く」を歌いながら六本木を歩き出しました。今、振り返ってみ
るとあの日は不思議な一日でした。なにか自分の力だけではなく、見えない力が助けて
くれていたように感じます。まるで巡礼や修行のように六本木を白い衣装をまとい、花
を持ち歌いながら歩く行為をしましたが、Relight Committee の仲間や当日来てくれ
た方の笑顔などが輝いて見えました。役目を終えた花を1本渡しただけでとても喜ん
でくださる方がいて、そうした温かい気持ちを沢山感じることができたことや、宮島達
男さんの講演会で偶然にも歌わせて頂くことができたりと本当に幸せな1日になりま
した。自分が抱えていた罪悪感が浄化されたかのような1日でした。祈りは通じたのか
もしれないとそう、思っています。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
私は昨年に引き続き、今年も受講している唯一のメンバー。受講を決めたのは Action
を実施後、数ヵ月後に代官山を学生時代の友人と歩いていた際に突然、見ず知らずの
女性から「あのとき六本木で歌われていた方でしょう？ これからも頑張ってください
ね」と声をかけられたことがきっかけでした。まさか自分の祈りが届いた方とこうして
出会えたこと、その思いを大切にしたいと感じ、受講を決めました。

２年目ということで多少のプレッシャーを感じつつも、Relight Committee を通して
学んだこと、出会えた人達は一生の宝と感じています。

 「社会彫刻家」とは日々、どのように生きていくのかまさに生きていく姿勢・生き方
そのものだと思います。哲学など思考すること、考えることは人間らしく尊く感じま
す。考えながら行動すること、歩き続けること、自分の思いに正直であることなど容易
ではありませんが、自分の心・思いに正直に人にたとえ理解してもらえなくてもまっ
すぐに生きていきたいと強く思います。一生、「社会彫刻家」を目指して生きていきた
いです。

宮城県仙台市出身。現在
は外資系企業に秘書と
して勤務。再生医療の
研究室秘書、外資系ホテ
ルフロントなど、これま
で約７社にて勤務。小
学 生 の 頃 に 読 ん だ『不
思議の国のアリス』を
きっかけにイギリスに魅
了されて以来、海外（特
に欧州）に興味を持ち、
様々な国の人と出会う
ことに喜びや自由を感
じる。大切にしている言
葉は、星の王子様の「大
切なことは目に見えな
い」、「人 生 は 神 様 か ら 
の贈り物」。

江口恭代

アーツカウンシル東京 Tokyo Art Research Lab（TARL）が提供する、アートプロジェクトの人材育成プログラム*
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富樫尚代

1. なぜ Relight Committee に参加したのか？
65歳で日本フィルを退職し、音楽業界という狭い世界から距離をおき、アートと社会と
いう領域で、自分の経験をどう生かすことができるのかという好奇心から。また、さま
ざまな年齢層の集まるコミュニティに参加することに興味があったから。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？ 
やはり『Counter Void』が点灯された瞬間の感動、興奮。この活動に参加できたことの
幸せを感じました。（手前味噌になってしまいますが）『Counter Void』前のバッハの無
伴奏チェロ組曲の演奏と宮沢賢治の『春と修羅』の朗読です。

3. なぜその活動が印象に残っているのか？ 
個人的には東日本大震災後、「被災地に音楽を」送る活動を通じ感じてきたさまざまな
地域の復活、再生の願いやエネルギーを、『Counter Void』が生き返った荘厳さのなか
に感じました。そして Relight Committee の若いメンバーとともに議論を重ね、プロ
ジェクトが実現したことです。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
足腰が元気なうちは色んな社会を見て歩きたい。出会った人たちと対話をし、おもしろ
いことを思いついたら、一緒にやろうと呼びかけたい。Relight Committee に参加し3
年間で学んだことが自信となり後押ししてくれています。

1950年9月12日生まれ
（インビジブル菊池宏子
さんと誕生日が同じ !）。
岐阜県出身、法政大学法
学 部 政 治 学 科 卒。1975
年、日 本 フィルハーモ
ニー交響楽団入団。社会
とオーケストラをつな
ぐ窓口の音楽の森セク
ションに所属。2015年、
定年退職後もアドヴァイ
ザーとして継続してエ
デュケーション部門と被
災地支援の活動を行っ
ている。

富樫尚代
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山田悠

1. なぜ Relight Committee に参加したのか？
私が Relight Committee 2016への参加を決めたのは2016年の春です。2015年の秋に、
5年間のフランス滞在を終えて日本に戻りました。生活の場所が変わり、周囲の環境が
変化する中で、改めて「私はアーティストとして日本でどのように生きていくことがで
きるだろうか？」と、自身の社会の中での立ち位置について考えていました。

それまでの海外生活では、目の前のものごとに対して第三者として振る舞い、また自
身の作品制作にあたっても、同様の姿勢を取ってきました。しかし日本に帰国し、東京
へ戻って来た時に、自分と社会との関係性が変化したことに気がつきました。それまで
の余所者としての立ち位置ではなく、対象と自分自身がどこかつながっている、自分の
一部であるという感覚がありました。このことが、社会の中でのアーティストの立ち位
置を今一度考え直したいという気持ちにつながり、参加を決めました。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？
特に印象に残っているのは、Action に向けた各回のプレゼンテーションと議論の時間
です。自身が行うことも、他のメンバーの話を聞くことも、とても緊張感があり刺激的
な時間でした。

3. なぜその活動が印象に残っているのか？
Relight Committee にはさまざまな分野で活躍している参加者がおり、アートを学ぶた
めの学校とは少し違いました。アート作品のプレゼンテーションや、それに対する議論
の経験はありましたが、Action について、さまざまな解釈の可能性が平等に存在する
場で議論をしあえたことはとても新鮮な経験でした。自分の考えがどのように伝わる
のか、もしくは伝わらないのか、異なる尺度を持った人々とやりとりができたことはと
てもおもしろかったです。粘り強い議論と対話の経験から、アートがアートを飛び越え
て、現実世界でものごとを起こす瞬間を目にすることができました。

また議論の中で、不完全なコンセプトを開示するというプロセスがあったこともとて
も印象的でした。作品をつくる多くの場合、ある程度のところまで考えやコンセプトが
まとまった段階で初めて人に見せるということをします。しかし Relight Committee
では、まだアイデア以前の、何かが頭の中でひっかかっているという状態から、他者に
それを開示していくことになりました。途中段階のものを受け止めてもらう、そしてそ
こで生まれる反応を再び自分が責任を持って引き受けていくということは、私にとっ
て新たな制作のプロセスでした。そのことは、Relight Committee のプログラムの意図
するところではなかったのかもしれませんが、不完全である自分自身を公の場で認め
る作業、そしてまた他の誰かとつくりながら考えていく作業は、私にとってひとつの発
見となりました。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
私はこれからも可能な限り、アーティストとして活動を続け、作品をつくっていきたい
と考えています。作品をつくる上で、作品そのものについてのみイメージをするのでは
なく、その作品の存在する社会はどのようなものなのか、というところまで想像力を広
げていきたいです。そのためにもっと多くの経験を積み、精進をしていきたいです。

アーティスト。フランス
のディジョン国立高等美
術学校で2012年に空間
デザイン、2014年にアー
トの 過 程 を 修 了。2015
年に日本に帰国。ふたつ
の異なる領域での学び
を通じ、変動する都市環
境の中で自らの行為を
どのようにアート作品
として成立させること
が出来るかについて関
心を持ち、都市・自然・
人間の関わりに注目し
た作品をつくる。

山田悠
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松葉有香

1. なぜ Relight Committee に参加したのか？
異なる世界に足を踏み入れたい。普段ガチガチ左脳派の人たちの中で過ごしている私
は、もっと振り切れたかったのです。正反対の、右脳派の人たちと一緒に過ごしてみる
といいのではないか？ そう思ったのがキッカケでした。

また、私はそもそも社会彫刻家という言葉やアートについてほとんど無知でした。
「アート＝絵画」という短絡的な理解ではなかったですが、では実際なんなのかと聞か
れるとわかりませんでした。アートとはなんなのか。それを知りたいという好奇心もあ
りました。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？
『Touch Sanitation Show』（Mierle Laderman Ukeles, 1984）を紹介されたときです。

3. なぜその活動が印象に残っているのか？
私の中の「アート」が広がった瞬間だからです。ゴミ処理をしている作業員たちと握手
している写真を残すという、たったそれだけのパフォーマンスですが、これを見て「そ
うか、アートとは見て楽しむだけではなく、見る人の考え方にまで作用するものなの
だ」と思ったのです。常識を逆行する様子を見せることで、人々は自分の中の凝り固
まった「変な常識」に気づくのでしょう。それに気づいてもらいたいという思いが込め
られているという意味で、アートとは訴えなのだと感じました。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
私は、社会彫刻家を「社会に、人の心に、新たな風を刻み込む者」と定義しています。常
識をいい意味で疑ってほしいのです。だから、人々の心の中にある「常識」＝「無意識な
諦め」をなくし、新たな一歩を踏み出すキッカケを与えたいと思っています。そのため
に、「可能性」を伝えていきます。

世の中には本当に楽しいことばかりなんです。新しい経験、新しい縁。たくさんたく
さん溢れていて、それらを見逃さずにキャッチしていくと、本当に暇なんてできないん
です（笑）。私にとってはそれが幸せで、生きているって感じること。もちろん私と同じ
ようにせわしなくアクティブに動けって言ってる訳ではないですが、経験してみない
と自分に合う・合わない、できる・できないってわからないと思うんです。そしてそも
そも、まずはその経験の存在を知らないと経験すらできないんです。だから、私自身の
ストーリーだけでなく、色んな人のストーリーを伝えることで、まずは様々な経験の存
在を伝え、軽い気持ちで「やってみなよ」と興味を与えることができたらいいなと思っ
ています。それで誰かが「私もできるかも」と感じて、その人の経験になれば、もうそれ
だけで幸せです。

誰でも何歳になっても、遅いということはない。なにもない０から自分で始めるのは
難しいですが、誰かの模倣なら不安も減る。私もそうでした。だからそんな不安を減ら
して、踏み出す一歩を軽くするお手伝いを、これからずっと続けていきます。

右脳と左脳のバランスが
いいらしい理系女子。思
いある人の「ストーリー」
を言語化して人の魅力を
最大化する「ストーリー
プロモーション」を得意
としている。「可能性を
伝える」が使命。Relight 
Committee 2016 で は

「wakuwakucollection」
と い う Action を 行 い、
人々のワクワクを集めて
可視化した。

松葉有香
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1. なぜ Relight Committee に参加したのか？
もうすぐ56歳になるという6月の下旬に Relight Committee 2017の募集を知った。そ
して惹きつけられた「社会彫刻家」の言葉。自分って何？やり続けてきた仕事の本質っ
て何？そう問い続けて来た40代を経て50代も後半へさしかかるころだった。

誰もがいくつもの役割を背負い生きている今の時代。夫、父親、小さな建築事務所の
共同代表、気がおけないコミュニティでの一員。

通り過ぎてきた分岐点で立ち止まり、自らに向き合って感じていたものは自分の中
にある「アート」だった。身近にいる家族や友人、若いスタッフにも時折同じものを見て
いた。絵を描くとか楽器をやることとは違う深いところで生きることにつながってい
るものだ。

Relight Committee に参加した理由は？ 今思えばコミッティでの仲間たちとの体
験を通して自分の中の「アート」を掘り出したかったのだと思う。このプロセスはこ
れからの10年で日常で触れ合う人たちの「アート」発見の旅にもつながっていくと 
信じている。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？
東京観光（日常の異化）

3. なぜその活動が印象に残っているのか？ 
八ヶ岳を主なフィールドとして働き暮らしている自分の日常は都会で暮らす人の非
日常であり、都会で暮らしている人の日常は自分にとっては非日常なのだという気づ
きがあった。線を引くのではなく日常の延長にいつも非日常はあるのだという感覚を
持った。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
「小さなアート」を多世代で共に掘り出しデザインしていく場を八ヶ岳につくるアク
ションを続けていくこと。在りたい自分の役割としての肩書きを考えてみると、今は
ギャラリスト・ガーデナー・インタープリターがしっくりくるだろうか。何かをつくり
だす人や生み出す土壌への畏敬の念を持って共に走れる人、走り続ける人。

自らを統合していく10年の旅がすでに始まっていると感じる。
崩れゆく古いシステムと生まれてくるものが出会うこの時代の局面で生かされてい

る自分。自分もその一部である社会に生まれてくる命（アート）、そこにある命に寄り添
い、共に輝いていたい。憧れであり、流れを整えて美しい形ができあがることの喜び。
耕す人。時に手放して待つ人。必ずやってくるものを待つことの重みに耐えれる人で在
りたい。2018年、今年を本格的なアクション元年としたい。

細田東男

八ヶ岳南麓のリゾートエ
リアで共同代表として
建築家のパートナーと建
築デザイン事務所を運営
している。 2018年1月
現在で創業8年目に突
入。現在は、八ヶ岳・軽
井沢（浅間山麓）を中心
に自然豊かな地を主な
フィールドとして仕事を
している。中期ビジョン
として「建築デザイン技
術を次世代に繋ぐ」「組
織・地域・分野の境界
を超えたデザイン交流」
をキーワードに様々な
境界線周縁部を耕し、環
境に開いたシステムを
オーガナイズしていく
クロスボーダー・ガー
デナー、ランドスケープ
デザイナーとして活動 
していく。

細田東男
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Relight Committee 2017
荒生真美

1. なぜ Relight Committee に参加したのか？
私は2児の母である。ひとり目は元気な男の子、ふたり目は超未熟児として生まれ24
時間看護を必要とする気管切開児で難聴というハンディキャップを抱える女の子。こ
の13年間は命を守るために走り続けてきたような感覚。が、2017年春、娘がいくつも
のハードルを乗り越えて元気に小学校に通うようになった。少し肩の力が抜けた。そし
て、ふと、これから自分は何ができるのか、したいのかを考える余裕ができてきた。こ
れまで育児に追われても「時の蘇生・柿の木プロジェクト」というアートプロジェクト
に参加してきた。それは心を支えるものであり、絶対に手放したくなかったアートとの
繋がりだった。そのアートというフィールドで何ができるのか。さらに息子や娘の成長
過程で今まで見えなかったもの、知りえなかったものとのかかわりを持つようになっ
た母としての経験は絶対に糧となっているはず、今まで感じてきたこと、今感じてい
ることをそのまま流し去りたくない……。同時に親としての固定観念を打ち破りたい
……そんなぐちゃぐちゃした思いを抱いていた時に、Relight Committee に出会った。
そして私は流れに身を任せず、一時停止する場として参加を決めた。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？
Relight Committee は月1回の刺激的な学びの場である。交差するはずのないジャンル
の人や世代が混じり、思いもよらなかった疑問や回答を知るカラフルな場。いつも濃厚
な時間だが、また仲間とやりたいと感じたのは、「観光」をテーマにした学びである。観
光とアートの相似と相違。日常を異化するアートの力。その学びの実践がふたつのイン
ストラクションによる観光だった。

3. なぜその活動が印象に残っているのか？
ひとりでは選択候補にも挙がらない、どちらかといえば排除するような場所に敢えて
行き、気づかなかったきらめきを感じた時、少し日常が豊かになった。さらに仲間たち
のインストラクションのこなし方に驚いた。創意工夫があり、うならせた。私には足り
ないものをまざまざと見せつけられて、心が揺れた。毎回毎回、頭がいっぱいになって
家路についた。その温度を家族や友人に伝えるのに四苦八苦してばかり。7月からそん
な日々を過ごすようになり、やはりアートは心を支え、日常を豊かにする力があると実
感している。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
私は「社会彫刻家」になれるだろうか？その問いはこれからずっと続くのだと思う。

ただ、私は人とのかかわりを怖がらず、自分を閉じずに社会と関わっていきたい。そ
して偏らずフラットな「社会彫刻家」になろうと思う。そのためのバックグラウンドはこ
れまでの出会いの中できちんと備わっている。今まで続けてきたアートプロジェクトは
これまで通り関わり続けていくだろうが、社会とアートをつなぐ場で「私」の力が役に
立つのなら惜しみなく動いていきたい。「これから何をしたいか」という問いは時間の
経過とともに、「どう生きたいのか」という問いに変わってきている。

静岡県生まれ。大学にて
芸術文化、おもに西洋美
術 史 を 学 ぶ。1999年 よ
り長崎で被爆した柿の
木の苗木を子どもたち
と植えるアートプロジェ
クト「時の蘇生・柿の木
プロジェクト」の実行委
員となり現在に至る。そ
の後、原爆投下の地であ
る長崎やメキシコでの
生活を通して、開かれ
たアートに強く関心を
抱くようになる。2児の
母。下の娘が超未熟児で
生まれ、生と向き合う
日々。生きること、それ
を彩るアートの力を実
感している。

荒生真美
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金江理紗

1. なぜ Relight Committee に参加したのか？
Relight Committee の存在を知った当時の私は、「どうアートと関わって生きていこう
か？」という問いに取り憑かれていました。約1年半前まで美術科高校に通う生徒で、
自分の考えや意思、感性を形にしたい、アートを使って問題提起したいという思いが
確かにありました。でも、アートじゃ食べていけないという現実を突きつけられるこ
とが度々あり、それを理由にして、高校卒業後はアートから一旦距離を置きました。ま
た、そもそも私にとって「アートとはなにか」を考える必要があったし、「アートの世界
だけにいては語られないことがあまりにも多すぎる」と、感じていたことも大きな理由
のひとつです。でも結局は、いろいろな言い訳をして、私はアートそのものから逃げま
した。アートと生きる自信がなかったから。それでも「アートを一生好きでいたい」とい
う気持ちが薄れることはなく、「どうアートと関わって生きていこうか？」この問いに
一度答えを出そうと決め、私は Relight Committee に参加することになります。アート
の可能性を信じ、アートと向き合うことを厭わない人たちと出会い、一緒にアートにつ
いて考えることができれば、きっと、また、アートを心から好きになれる。そう思った 
のです。

2. Relight Committee の活動で特に印象に残っているものとは？
私は、Relight Committee メンバーと感想や意見を共有する時間が、何よりも心に残っ
ています。「自分の感情、感性、考えに素直になっていいんだ」。そう思えること、そう
やって自分を見つめ直すことができる場所。それが私にとっての Relight Committee
であり、Relight Committee が存在してきた意義でもあると思います。

3. なぜその活動が印象に残っているのか？
人を思いやれる想像力と、出口のない問題を突破する創造力のふたつを獲得できる
アート。まさにメンバーと感想や意見を共有する時間は、アートの価値を体現していま
した。思いを汲み取ったり、汲み取ってもらったり。意見を尊重したり、時には疑問を
呈したり……。この時間を通して、自分と向き合うことが怖くなくなりました。自分の
気持ちを大事にしようと、大事にしてもいいんだと、Relight Committee が教えてくれ
た……そんな気がします。そして、アートと共に生きてきた私にとって、「アートが好き
だ」と言える Relight Committee にいられたこと自体が、大きな財産となっています。

4. 「社会彫刻家」として、今後どう活動していきたいか？
私は、あらゆる物事に対して「問い」を持ち続け、その問いを必要としている社会の誰
かと、共に考えながら生きていきたいです。「社会彫刻家」をしての一歩一歩に、私は
私を必要としてくれている誰かを必要としているのかもしれません。それが、今の私
の素直な思いです。だから、社会の誰かと、そして自分と、向き合い続けていこうと思 
います。

Rel igh t  Commi t tee 
2017メンバー。幼 少 期
から今日までずっと、
なんだかんだいいつつ
も、アートと共に生きて
きた。高校では現代アー
ト、大学では CM を専攻
し、制作活動を模索中。
そして私の本棚は、アイ
デアと思考のカケラがた
くさん詰まったクロッ
キー帳でいっぱい。考え
続けることをやめられ
そうにない。表現するこ
とを諦められそうにな
い。私は私でいるため
に、今日も手と頭を動か
そうと思う。

金江理紗
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それぞれの 
中に息づく 
東日本大震災
東日本大震災の体験を風化させず、今一度生きること
に向き合うために、「3.11が■■ている。」と印刷され
たワークシートのブランク部分（■■の箇所）に、参加
者が各々の思い・考えを書き込み、Web 上で共有す
る「3.11が■■ている。」ワークショップ。

2015年4月、「六本木アートナイト2015」の出展作品
として『Counter Void – 光の壁 –』の壁面にメッセー
ジが綴られ、道行く人を対象に開催されたのを皮切り
に、その後も Relight Salon や Relight Days、港区立
笄小学校などで行われ、総参加者は200名近くに及ぶ。

ここでは過去多くの参加者によって書き込まれ、アー
カイヴされてきたメッセージを公開。併せて、もともと
ワークシートだったものに情報が上書きされ、少しず
つ役割を更新してきた配布資料の変遷も収録する。

「
3.11が
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「
3.11が

■
■

て
い

る
。」

Relight Days 2016（3.11–3.13）で使用したチラシ。
ワークシートのデザインを活かしつつ、銀色のインクで
情報を上書きされたことで、チラシへと変貌を遂げた。

Ver. 3

Ver. 1 裏 Ver. 2 裏

Ver. 3 表 Ver. 3 裏

配布資料の変遷

六本木アートナイト2015「リライトプロジェクト」キッ
クオフ！（4.25–4.26）で使用したワークシート。ブラ
ンク部分にメッセージを書き込む目的でつくられた。

Ver. 1

Relight Days 2016（3.11–3.13）で使用したワークシー
ト。裏面にも情報が加えられ、情報が更新されている
のがわかる。

Ver. 2

Ver. 1 & Ver. 2 表

「
3.

11
が

■
■

て
い

る
。」
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@ Relight Salon Vol. 1（2015.7.27）

「
3.11が

■
■

て
い

る
。」

「
3.

11
が

■
■

て
い

る
。」

@ 六本木アートナイト2015「リライトプロジェクト」キックオフ！
（2015.4.25–2015.4.26）

記入された「3.11が■■ている。」 
ワークシート
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「
3.11が

■
■

て
い

る
。」

@ 港区立笄小学校ワークショップ（2016.3.3–2016.3.4）

「
3.

11
が

■
■

て
い

る
。」

@ Relight Days 2016（2016.3.11–2016.3.13）

2322



港区立笄
こうがい

小学校と Relight Project という、通常であ
ればまったく接点のない両者が初めて交錯したのは、
2016年1月28日。TSUTAYA TOKYO ROPPONGI
で開催された Relight Session Vol.2「ソーシャリー・
エンゲージド・アート：行動するおとこたち」だった。
同トークセッションに参加していた、笄小学校の図工
教師江原貴美子先生が、Relight Project の菊池宏子
に声をかけたのだ。

2人の邂逅から約1カ月後の3月3日には、早くも
Relight Project による笄小学校4年生を対象にした
ワークショップを笄小学校で開催。それを皮切りに、
ワークショップに参加した4年生が中心となって、笄
小学校内に「リライトプロジェクト実行委員会」が組
織されたほか、在校生による手づくりのチラシを用い
た校内での告知活動が実行委員会主導で行われるな
ど、約1年間に渡り、Relight Project を“タネ”とした、
さまざまな活動が、同小学校の中で萌芽してきた。

そもそも Relight Project が意図していなかったとこ
ろへ、こうした地域の小学生主導による動きが活発化
した背景には、前述の江原先生をはじめとした同校教
諭や校長、保護者による強力な後ろ盾があったことは
論をまたない。

ただ、それと同等、もしくはそれ以上に笄小学校の児
童たちは、前のめりの姿勢でRelight Projectに関わっ
ていった。その記録の一端をここでは公開する。

笄
小

学
校

小学生たちが見た 
Relight Project

「
3.

11
が

■
■

て
い

る
。」

@Relight Days 2017（2017.3.11–2017.3.13）
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笄
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校

笄
小

学
校

Relight Days 2016を間近に控えた2016年3月3日から4日の2日間。笄小学校の4年
生を対象に、Relight Project によるワークショップが行われた。そのワークショップに
参加した小学生たちから Relight Project へのお礼の手紙（一部）。

「リライトプロジェクトのみなさんへ」

Photo: Hajime Kato
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Relight Days チラシ
笄小学校の4年生が図工の時間につくった、Relight Days 2017のチラシ（一部）。当時
の5年生（つまり、2016年の笄小学校でのワークショップに参加した学年）の有志10名
ほどでつくられた組織、リライトプロジェクト実行委員会によって、Relight Days 2017
の前日（2017年3月10日）、給食の時間を使って全校生徒に配布され、Relight Days に
ついての説明・告知が行われた。

笄
小

学
校
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笄
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校

笄
小

学
校

学級通信
笄小学校4年生の担任（当時）、黒田麻紀子先生によってつくられ、配布された学級通信。
Relight Project や Relight Days について説明がなされている。
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Relight Days 感想
Relight Days 2017の3日目、笄小学校4年生の児童たちは宮島達男氏とともに『Counter 
Void – 光の壁 –』を見学した。その後、笄小学校から Relight Project へ届けられた、お
礼の手紙（一部）。
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